
 

 

 

 

日本農業気象学会 2022年度総会 議事要旨 

 

日時：2022年 3月 22日(火)12:45～14:30 

場所：リモートによる開催 

 

会長挨拶 平野会長 

議長選出 谷晃会員（東海・北陸支部）選出 

 

1. 2021年度活動報告 

1.1 事務・事業報告 

1.1.1 役員等の交代             → 資料に基づき報告された。 

1.1.2 会員数の動向             → 資料に基づき報告された。 

1.1.3 研究集会・会議等の開催           → 資料に基づき報告された。 

1.1.4 各種事業の推進             → 資料に基づき報告された。 

1.1.5 編集委員会活動報告           → 資料に基づき報告された。 

1.1.6 今年度の学会賞の選考経過          → 資料に基づき報告された。 

1.1.7 永年功労会員表彰の選考経過          → 資料に基づき報告された。 

1.1.8 フェロー称号授与           → 資料に基づき報告された。 

1.1.9 特別委員会等の設置 及び活動        → 資料に基づき報告された。 

1.1.10 支部活動報告              → 資料に基づき報告された。 

1.1.11 研究部会活動報告              → 資料に基づき報告された。 

1.2 規程・細則の改正                              → 資料に基づき報告された。 

 

2. 審議事項 

2.1 2021年度一般会計決算報告（案）             → 原案どおり承認された。 

2.2会計監査報告（案）            → 原案どおり承認された。 

  －2021年度一般会計決算報告（案）・会計監査報告（案）の承認－ 

2.3 2022年度事業計画（案）               → 原案どおり承認された。 

  －2022年度事業計画（案）の承認－ 

2.4 2022年度一般会計予算（案）               → 原案どおり承認された。 

  －2022年度一般会計予算（案）の承認－ 

2.5 会則の改正（案）                                        → 原案どおり承認された。 

  －会則の改正（案）の承認－ 

 

議長解任 

 

閉 会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本農業気象学会 2022年度 

総会資料 

 

 

 

 

 

 

日時：2022年 3月 23日（水）13時 00分～14時 30分 

場所：リモート（ライブ配信）による開催 
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1.1.3 研究集会・会議等の開催               ･･････  2 
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2.2会計監査報告（案）                 ･･････ 11 

  ― 2021年度一般会計決算報告（案）・会計監査報告（案）の承認 ― 

2.3 2022年度事業計画（案）                       ･･････  12 

  ― 2022年度事業計画（案）の承認 ― 
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1. 2021年度活動報告 

1.1.1 役員等の交代 

1) 学会賞審査委員会委員長に互選で広田知良会員が就任 

2) 永年功労会員表彰審査委員会委員長は互選で鮫島良次会員が就任 

3) 支部長の交代 支部異動のため，北海道支部 井上聡会員 → 小南靖弘会員が就任 

4) 理事の交代 支部長就任のため，北海道支部選出理事 小南靖弘会員 → 石郷岡康史会員が就任 

5) 評議員の解任 支部選出理事就任のため，石郷岡康史会員を解任 

6） 会長指名理事の追加 総務（副）井上聡会員（予定） 

 

1.1.2 会員数の動向（2021年 12月 31日現在） 

   正会員                 404 (内外国 4)  (-10) 

   学生・ポスドク会員      46 (内外国 0)   ( -4) 

   シルバー会員            20 (内外国 0)  ( -2) 

   購読会員                43 (内外国 0)  ( -2) 

   賛助会員                18 (内外国 0)  ( -2) 

   名誉会員               6 (内外国 0)  (  0) 

海外特別会員          70     (  0) 

   合計                   607 (内外国 74)  (-20) 

  ( ) 内は，2020年 12月 31日時点と比較した増減数 

 

1.1.3 研究集会・会議等の開催 

1) 2021年全国大会および International Symposium on Agricultural Meteorology (ISAM) 2021：

2021年 3月 18日～31日にオンラインにて開催 

2) 2020年度評議員会：2021 年 3 月 20 日にオンラインにて開催 

3) 2021年度総会：2021 年 3月 27日にオンラインにて開催 

4) 2021年度理事会：2021年 4 月 3 日，6 月 12日，9月 3日，12月 13日にオンラインにて開催 

 

1.1.4 各種事業の推進 

1) 学会活動の活性化 

(1) 学会ホームページにより，情報提供の充実を行った。 

(2) 会員サービスとして，メーリングリストを利用した事務連絡等を実施（農業気象学会メール広報） 

(3) 評議員会・理事会のあり方検討担当理事を中心とし，持続可能な学会組織・運営に向けて評議員

会，および理事会のあり方について検討を行った。 

(4) 「支部活性化ワーキンググループ」を設置し，持続可能な支部活動に向けた方向性・提案を目的

とし，アンケートによる支部活動における課題の抽出と取りまとめを行った。 

(5) 次世代活性化担当理事を中心とし，以下の活動を展開した。 

 ・2022年度大会でのパネルディスカッションとオンライン懇親会の企画 

(6) 学会財政の健全化を目的に，科研費（国際情報発信強化）取得に向けて会長と編集担当理事から

なるワーキンググループを設置し，応募した。 

 

2) 学会誌等の出版 

(1) 学術誌「Journal of Agricultural Meteorology」：第 77巻１号～第 77巻 4 号 
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(2) 学術誌「生物と気象」：第 21巻１号～第 21巻 4 号 

3) 日本農業気象学会賞の審査 

4) 日本農業気象学会永年功労会員の審査および表彰 

5) 日本農業工学会賞に本條毅会員を推薦，日本農業工学会フェローに伊藤大雄会員，桑形恒男会員，

長谷川利拡会員を推薦（いずれも受賞） 

6) 支部大会等の推進（別表「支部活動報告」の通り） 

7) 「研究部会」，「若手研究者の会」等の推進（別表「研究部会活動報告」の通り） 

8) 日本農学会，日本農業工学会，農業環境工学系学会連盟，日本地球惑星科学連合の活動を推進，日

本学術会議関連の活動に協力，学術会議ニュースの学会員への配信 

(1) 関連学協会委員 

日本農学会 大政謙次（副会長），平野高司（評議員），濱嵜孝弘（運営委員） 

日本農業工学会  真木太一（名誉顧問），大政謙次（名誉顧問）， 

平野高司（理事：小林理事の退任に伴い交代），細井文樹（正会員代議員）， 

松田怜（正会員代議員），米村正一郎（国際会員代議員） 

農業環境工学系学会連盟 平野高司（委員），宮田明（委員） 

日本地球惑星科学連合 平野高司（学会長会議員），岩田拓記（窓口委員） 

地理関連学会連合 西森基貴（オブザーバー：山川修治会員より交代） 

9) 他学会・団体とのシンポジウム・会議の共催・協賛・後援等を推進 

（1）一般社団法人 日本施設園芸協会：施設園芸・植物工場展(GPEC)2021（2021 年 7 月 14 日〜

16 日，愛知県国際展示場）を協賛 

（2）一般社団法人日本流体力学会：日本流体力学会年会 2021（2021 年 9 月 21 日〜23 日，オンラ

イン）を協賛 

（3）一般社団法人日本太陽エネルギー学会：気象・環境セミナー「気候変動と植生変化，農業の適

応」（2021 年 7 月 26 日，オンライン）を協賛 

10) 2022年全国大会（オンライン開催）の企画 

11) 2023年全国大会（中四国）の企画 

 

1.1.5 編集委員会活動報告 

1) 編集委員会および編集理事会の開催 

英文誌 編集委員会 

 第 1回 2021年 3月 25日，オンライン会議 

 第 2回 2021年 11月 16日，オンライン会議 

英文誌 編集理事会 

 第 1回 2021年 3月 9日，オンライン会議 

 第 2回 2021年 5月 31日，オンライン会議 

 第 3回 2021年 8月 27日，オンライン会議 

 第 4回 2021年 11月 16日，オンライン会議 

和文誌 編集委員会 

 第 1回 2021年 4月 1日，オンライン会議 

 email等による審議を適宜実施 
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2)「Journal of Agricultural Meteorology」，「生物と気象」の発行 

 「Journal of Agricultural Meteorology」77巻 1～4号 

  Full paper 16編（-3），Short paper 3編（+1），Review 5編（+5），Research note 0編（-2) 

 「生物と気象」21巻 1～4号 

  研究論文 2編（-3），短報 2編（-1），資料 2編（+2），総説 0編（-1），記事 13編（-10） 

* 括弧内は 2020年度と比較した増減数 

 

3) その他 

(1) 出版経費収⽀の改善に向けた議論を行い，Journal of Agricultural Meteorologyおよび生物と

気象の掲載料を改定した（2021年 12月 13日理事会にて承認）。 

(2) 掲載料の改定に伴い，JAMの Journal Policyおよび生物と気象の投稿規定を一部改正した（2022

年 2月 1日公開）。 

(3) 令和 4 年度科研費の研究成果公開促進費（国際情報発信強化）に「Journal of Agricultural 

Meteorology誌の質的強化と更なる国際発信強化，持続的な出版のための取組」という課題名で応

募した。 

(4) 今後のさらなる編集経費の削減に向けて検討をおこなった（XML化の促進など）。 

(5) 2020年分の JAMの Impact factorは 1.234であった（2019年分，1.477）。 

 

1.1.6 今年度の学会賞の選考経過 

 2021年 7月 9日，会員 MLおよびホームページ上で学会賞候補者の推薦を依頼した。2021年 9月 17

日締め切りで，2021年度日本農業気象学会賞の受賞候補者を募集し，正会員および編集委員会から推

薦があった候補者を学会賞審査委員会で審査した。2021 年 11 月 30 日付で，広田知良学会賞審査委

員長より審査結果が報告され，支部長，評議員および理事の投票により，2021年 12月 24日に下記の

会員の受賞が決定した。 

論文賞 黄瀬佳之会員を代表著者とする９名（うち会員２名）の共著論文 

「Impact assessment of climate change on the major rice cultivar Ciherang in Indonesia」 

Journal of Agricultural Meteorology, 76巻 1号, 19～28ページ, 2020年 

奨励賞 川北哲史 会員 

「低温要求性を有する秋播型コムギの発育モデルの開発」 

 

1.1.7 永年功労会員表彰の選考経過 

2021年 7月 2日，各支部に永年功労会員候補者の推薦を依頼した。2021年 9月 10日の締め切りで

各支部から推薦のあった候補者を永年功労会員表彰審査委員会に審査を依頼した。2021年 11月 20日

付で，鮫島良次永年功労会員表彰審査委員長から審査結果が報告され，支部長，評議員および理事の

投票により，2021年 12月 24日に下記の 4名の会員の受賞が決定した。 

関東甲信越支部推薦：五十嵐大造会員，近畿支部推薦：北宅善昭会員 

北海道支部推薦：谷宏会員，関東甲信越支部推薦：横山宏太郎会員 
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1.1.8 フェロー称号授与 

フェロー授与規程 3(1)による対象者：五十嵐大造会員，谷宏会員，横山宏太郎会員 

フェロー授与規程 3(2)による 2021 年度授与対象者： 

米村正一郎会員（2017年度学術賞） 

吉本真由美会員（2018年度学術賞） 

 

1.1.9 特別委員会等の設置および活動 

 1) 国際連携特別委員会（委員長：北宅善昭副会長，委員：飯泉仁之直会員） 

  趣旨：世界農業気象学会連合（Global FAMS）など，国際的な農業気象関連学術団体との連携を 

促進するため 

  期限：2年間（2021年度より 2年延長） 

    備考：2019年度第 1回理事会(2019年 3月 29日開催)にて設置承認 
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1.1.10 支部活動報告 

支部名・支部長 事務局もしくは連絡先 研究会・講演会・出版物 
会員（2020 年 12 月 31

日現在） 

北海道支部 

支部長：小南靖弘 

〒060-8559 札幌市北区北 9 条西 9 丁目 

北海道大学大学院 

農学研究院地域環境学分野 

岡田啓嗣 

jojo@env.agr.hokudai.ac.jp 

Tel: 011-706-2569 

・北海道支部総会（2021 年 12 月 13 日～24

日，web審議） 

・北海道支部大会（研究発表：8題）：リモー

ト開催，2021年 12月 13日～24日 

・「北海道の農業気象」第 73号発行 

正会員：38 

学生・ポスドク会員：5 

シルバー会員：4 

購読会員：3 

賛助会員：2 

名誉会員：0 

合計：52 

東北支部 

支部長：伊藤大雄 

〒020-0198 盛岡市下厨川字赤平４ 

農研機構東北農業研究センター 

中嶋美幸 

agmet_tohoku@ml.affrc.go.jp 

Tel: 019-643-3462 

・東北支部大会（研究発表 6題，特別講演 1

題，総会），2021年 8月 23日，オンライ

ン会議，参加者 26名（+13名管外聴講） 

・「東北の農業気象」第 65号発行 

正会員：42 

学生・ポスドク会員：6 

シルバー会員：3 

購読会員：5 

賛助会員：0 

名誉会員：0 

合計：56 

関東甲信越支部 

支部長：松岡延浩 

〒305-8605 つくば市藤本２－１ 

農研機構果樹茶業研究部門 

紺野祥平 

office@agrmet-kanto.jp 

Tel: 029-838-6506 

・支部総会：2021年 11月 5日～26 日・オン

ライン形式（議決有効回答数 41名） 

・支部例会（研究発表 9件）：2021 年 12月 3

日・オンライン形式，参加者 34名 

正会員：182 

学生・ポスドク会員：23 

シルバー会員：6 

購読会員：17 

賛助会員：15 

名誉会員：5 

合計：248 

東海・北陸支部 

支部長：谷 晃 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田 52-1 

静岡県立大学食品栄養科学部 

環境生命科学科植物環境研究室 

atani@u-shizuoka-ken.ac.jp 

Tel: 054-264-5739 

・支部合同大会（日本農業気象学会東海・北

陸支部，生態工学会中部支部，生物環境工

学会東海支部）：研究発表，総会：2021年

11月18日にZoomミーティングにてオンライ

ン開催，参加者27名 

正会員：33 

学生・ポスドク会員：6 

シルバー会員：0 

購読会員：6 

賛助会員：0 

名誉会員：0 

合計：45 

近畿支部 

支部長：青野靖之 

〒599-8531 堺市中区学園町 1-1 

大阪府立大学生命環境科学研究科 

遠藤良輔 

endo@envi.osakafu-u.ac.jp 

Tel: 072-254-9668 

・支部大会（研究発表 6 件，日本農業気象学

会近畿支部と生態工学会関西支部合同シン

ポジウム講演 2件）：2021年 12月 10日，

オンライン（Zoom）にて開催，参加者 25名 

・支部総会:2021 年 12 月 10 日付で電子メー

ルとそれに添付した総会資料を以て発議

し，必要事項を諮った。 

・「日本農業気象学会近畿支部大会講演論文

集」，第 12号を電子版で発行 

正会員：28 

学生・ポスドク会員：6 

シルバー会員：4 

購読会員：5 

賛助会員：1 

名誉会員：0 

合計：44 

中国・四国支部 

支部長：荊木康臣 

〒753-8515山口市吉田 1677‐1 

山口大学大学院創成科学研究科 

佐合悠貴 

sago@yamaguchi-u.ac.jp 

Tel: 083-933-5828 

・支部大会（研究発表 14件，シンポジウ

ム，総会）：2021年 12月 2～3日，オン

ライン（Webex）にて開催 

・「中国・四国の農業気象」第 34号発行 

正会員：49 

学生・ポスドク会員：2 

シルバー会員：1 

購読会員：4 

賛助会員：1 

名誉会員：0 

合計：57 

九州支部 

支部長：神田英司 

〒819-0395 福岡市西区元岡 744 ウエス

ト 5号館 

九州大学大学院農学研究院環境農学部門 

安武大輔 

yasutake@bpes.kyushu-u.ac.jp 

Tel: 092-802-4627 

・支部大会（研究発表，総会）：2021年 12月，

オンライン（Zoom）で開催 

・「九州の農業気象第Ⅱ輯」第 30号発行 

正会員：37 

学生・ポスドク会員：2 

シルバー会員：4 

購読会員：5 

賛助会員：1 

名誉会員：1 

合計：50 
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1.1.11 研究部会活動報告 

部会名・部会長 事務局・幹事 研究会・講演会・出版物 

リモートセンシング・

GIS 研究部会 

部会長：細井文樹 

設立：2000 年 12 月 

〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 54 

高崎健康福祉大学 農学部 

清水 庸 

飯泉仁之直（農研機構 農業環境研究部門） 

Tel: 027-388-8390 

E-mail: shimizu-y@takasaki-u.ac.jp 

・東京大学アグリコクーンセミナー「対流圏オゾンによ

る森林樹木への影響評価のこころみ」等を協賛し，農

業気象とリモートセンシング関連のセミナーを実施

した。 

園芸工学研究部会 

部会長：嶋津光鑑 

設立：2006 年 6 月 

〒370-0033 高崎市中大類町 54 番地 

高崎健康福祉大学 農学部生物生産学科 

石神靖弘 

TEL: 027-388-8390, FAX:027-388-8393（代） 

Email：ishigami@takasaki-u.ac.jp 

・関連研究分野の情報収集を行った。 

 

農業気象リスクマネジ

メント研究部会 

部会長：松岡延浩 

設立：2010 年 3 月 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-5-1 

農研機構 農業情報研究センター 連携調整室 

大野宏之 

Tel: 070-4444-5124 

E-mail: ohno@affrc.go.jp  

・今年度で部会を解散することとした。 

若手研究者の会 

〒214-8571 川崎市多摩区東三田 1-1-1  

明治大学農学部農学科 矢崎友嗣 

TEL: 044-934-7162 / FAX: 044-934-7902 

E-mail:  yazakitm@meiji.ac.jp 

三好悠太（量研 高崎量子応用研究所）  

村上貴一（農研機構 北海道農業研究センター） 

・日本農業気象学会2021年全国大会（オンライン）にお

いては「研究者・技術者としての働き方〜大学，研究

所，民間企業の仕事〜」と題したキャリアパスに関す

るセミナーを実施した。 

・ホームページの管理・運営を継続した 

 (http://www.agrmet.jp/wakate/) 。 

・メーリングリストの管理・運営を継続した。 
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1.2 規程・細則の改正 

投稿規程の改正 

Journal of Agricultural Meteorologyの Journal Policyのうち掲載料（Article Processing 

Charges）に関する部分を改正した（2021年 12月 13日理事会にて承認後，2022年 2月 1日公開）。 

 https://j-agric-meteorol.net/information-for-contributors/ 

 

生物と気象の投稿規定のうち，掲載料に関する部分を改正した（2021年 12月 13日理事会にて承認

後，2022年 2月 1日公開）。 

 https://agrmet.jp/wp-content/uploads/CB_toukoukitei.pdf 

 

  



9 

 

2．審議事項 

2.1 2021年度一般会計決算報告（案） 
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2.2 会計監査報告（案） 
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2.3 2022年度事業計画（案） 

1) 学会活動の活性化 

(1) 会員数維持および学生会員獲得のための方策の検討および実施 

(2) 広報活動の促進のための方策の検討および実施 

(3) 学術誌の今後の方向性に関する検討 

2) 2022 年全国大会および International Symposium on Agricultural Meteorology (ISAM) 2021 の開

催：2022 年 3 月 17 日～31 日にオンラインにて開催 

3) 2022 年度総会の開催： 2022 年 3 月 23 日にオンラインで開催 

4) 2021 年度評議員会の開催：2022 年 3 月 17 日にオンラインで開催 

5) 2022 年度理事会の開催：東京大学農学部，もしくはオンライン（第 1 回理事会はオンライン開催） 

6) 学術誌「Journal of Agricultural Meteorology」の発行（第 78 巻 1 号～第 78 巻 4 号） 

7) 学術誌「生物と気象」の発行（第 22 巻 1 号～第 22 巻 4 号） 

8) 日本農業気象学会賞の審査および授与 

9) 日本農業気象学会永年功労会員の審査および表彰 

10) 日本農学賞等の候補者の推薦 

11) 支部活動の推進（別表「支部活動予定（案）」の通り） 

12) 研究部会および若手研究者の会の活動の推進（別表「研究部会活動予定（案）」の通り） 

13) 特別委員会の開催 

14) 日本農学会の活動を推進 

15) 日本農業工学会の活動を推進 

16) 農業環境工学系学会連盟の活動を推進 

17) 日本学術会議関連の活動に協力 

18) 日本地球惑星科学連合の活動を推進 

19) 地理関連学会連合の活動に協力 

20) 他学会・団体とのシンポジウム・会議の共催・協賛・後援等を推進 

21) 受託研究の受け入れ 

22) 国際会議出席者の推薦，国際研究交流，国際連携の推進 

23) 次世代活性化のための事業の検討（次世代活性化基金による活動） 

24) その他，本学会の目的達成のための各種事業の推進 
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支部活動予定（案） 

支部名・支部長 事務局もしくは連絡先 研究会・講演会・出版物 
会員（2021 年 12 月 31

日現在） 

北海道支部 

支部長：小南靖弘 

〒060-8559 札幌市北区北 9 条西 9 丁目 

北海道大学大学院農学研究院地域環境学

分野 岡田啓嗣 

jojo@env.agr.hokudai.ac.jp 

Tel: 011-706-2569 

・北海道支部大会（研究発表，シンポジウム，

総会）：開催地，日時は未定 

・「北海道の農業気象」第 74 号発行予定 

正会員：36 

学生・ポスドク会員：4 

シルバー会員：5 

購読会員：3 

賛助会員：2 

名誉会員：0 

合計：50 

東北支部 

支部長：伊藤大雄 

〒020-0198 盛岡市下厨川字赤平４ 東

北農業研究センター 中嶋美幸 

agmet_tohoku@ml.affrc.go.jp 

Tel: 019-643-3462 

・東北支部大会（研究発表，総会）：開催地

未定 

・「東北の農業気象」第 66号発行予定 

正会員：41 

学生・ポスドク会員：4 

シルバー会員：4 

購読会員：5 

賛助会員：0 

名誉会員：0 

合計：54 

関東甲信越支部 

支部長：松岡延浩 

〒305-8506 つくば市小野川 16-2 

国立環境研究所 気候変動適応センター 

岡田将誌 

office@agrmet-kanto.jp 

Tel: 029-850-2721 

・支部例会（研究発表，総会，シンポジウ

ム）：開催地，日時は未定 

正会員：176 

学生・ポスドク会員：22 

シルバー会員：4 

購読会員：18 

賛助会員：13 

名誉会員：5 

合計：255 

東海・北陸支部 

支部長：谷 晃 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田 52-1 

静岡県立大学食品栄養科学部 

環境生命科学科植物環境研究室 

atani@u-shizuoka-ken.ac.jp 

Tel: 054-264-5739 

・支部合同大会（日本農業気象学会東海・北陸

支部，生態工学会中部支部，生物環境工学会

東海支部）：研究発表，総会：2022年 11月

に静岡県で開催予定 

正会員：35 

学生・ポスドク会員：4 

シルバー会員：0 

購読会員：4 

賛助会員：0 

名誉会員：0 

合計：43 

近畿支部 

支部長：青野靖之 

〒599-8531 堺市中区学園町 1-1 

大阪府立大学生命環境科学研究科 

遠藤良輔 

endo@envi.osakafu-u.ac.jp 

Tel: 072-254-9668 

・支部大会(一般研究発表，総会など)：2022

年 11～12月，開催形式・開催地等未定。 

・「日本農業気象学会近畿支部大会講演論文

集」，第 13号発行予定 

正会員：28 

学生・ポスドク会員：4 

シルバー会員：3 

購読会員：4 

賛助会員：1 

名誉会員：0 

合計：40 

中国・四国支部 

支部長：荊木康臣 

〒753-8515山口市吉田 1677‐1 

山口大学大学院創成科学研究科 

佐合悠貴 

sago@yamaguchi-u.ac.jp 

Tel: 083-933-5828 

・支部大会（研究発表，シンポジウム，総

会）：2022年 12月，広島県にて開催予定 

・「中国・四国の農業気象」第 35号発行予

定 

正会員：48 

学生・ポスドク会員：6 

シルバー会員：0 

購読会員：4 

賛助会員：1 

名誉会員：0 

合計：59 

九州支部 

支部長：神田英司 

〒802-0395 福岡市西区元岡 744 ウエス

ト 5号館 

九州大学大学院農学研究院環境農学部門 

安武大輔 

yasutake@bpes.kyushu-u.ac.jp 

Tel: 092-802-4627 

・支部大会（研究会，研究発表，シンポジウ

ム，総会）：2022年 11月，佐賀県にて開催

予定 

・「九州の農業気象第Ⅱ輯」第 31号発行予定 

正会員：37 

学生・ポスドク会員：2 

シルバー会員：4 

購読会員：5 

賛助会員：1 

名誉会員：1 

合計：50 
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研究部会活動予定（案） 

部会名・部会長 事務局・幹事 研究会・講演会・出版物 

リモートセンシング・

GIS 研究部会 

部会長：細井文樹 

設立：2000 年 12 月 

〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 54 

高崎健康福祉大学 農学部 

清水 庸 

飯泉仁之直（農研機構 農業環境研究部門） 

Tel: 027-388-8390 

E-mail: shimizu-y@takasaki-u.ac.jp  

・日本農業気象学会関東甲信越支部 2022 年度例会を協

賛予定。 

・日本農業気象学会 2022 年全国大会（高崎健康福祉大

学）において，OS「農業気象学におけるモデル・予

測研究とその未来について(仮)」を協賛予定 

・リモートセンシングに関わるセミナーの実施や協賛

を予定 

園芸工学研究部会 

部会長：嶋津光鑑 

設立：2006 年 6 月 

〒370-0033 高崎市中大類町 54 番地 

高崎健康福祉大学 農学部生物生産学科 

石神靖弘 

TEL: 027-388-8390, FAX:027-388-8393（代） 

Email：ishigami@takasaki-u.ac.jp 

・関連研究分野の情報収集 

・日本農業気象学会 2022 年全国大会において，オーガ

ナイズドセッション「複雑な生育環境の園芸施設にお

ける光合成をメインにした生理反応の解析」を主催。 

若手研究者の会 

〒666-8502 京都府京都市左京区北白川追分町 

京都大学白眉センター 

坂部綾香 

TEL: 075-753-6086 / FAX: 075-753-6088 

E-mail:  sakabe.ayaka.4a@kyoto-u.ac.jp 

金谷真希（農研機構 北海道農業研究センター） 

三好悠太（量研 高崎量子応用研究所） 

・日本農業気象学会 2022 年全国大会において，若手会

セミナー「伝わるデザイン：一石二鳥のプレゼン作成

術(仮題)」を企画している。 

・代表幹事を坂部綾香氏，副幹事・HP 担当を金谷真希

氏に引き継ぐ予定。副幹事・会計担当は三好氏の後任

を調整中。 

・ホームページの管理・運営 

 (http://www.agrmet.jp/wakate/) 。 

・メーリングリストの管理・運営。 
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2.4 2022年度一般会計予算（案） 
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2.5 会則の改正（案） 

提案に係る経過 

・2020年 6月 6日（2020年度第 2回理事会）：学会の持続可能な組織・運営の体制を検討するワーキン

ググループ（「持続可能な組織・運営」検討 WG）の設立が提案され，年内を目途に理事会に答申を行う

ことで，設立が承認された。 

・2020年 12月 5日（2020年度第 4回理事会）：「持続可能な組織・運営」検討 WGでの検討結果が報告さ

れ，理事会で継続審議し改善を進めていく方針が承認された。 

・2021年 4月 3日（2021年度第 1回理事会）：「持続可能な組織・運営」検討のロードマップが示され

た。 

・2021年 6月 12日（2021年度第 2回理事会）：評議員会・理事会のあり方検討担当理事より，評議員制

廃止の提案および関連する要検討事項の報告が行われた。 

・2021年 9月 3日（2021年度第 3回理事会）：評議員制を廃止し，それに伴う有権者の減少に対応し，

学会賞等における投票制度を廃止する方向で審議を進めることが承認された。 

・2021年 12月 13日（2021年度第 4回理事会）：評議員制廃止等に伴う会則の改正，規程の変更案が提

案され，会則の改正については総会で審議を行うことで，承認された。 

 

会則の改正の内容 

・評議員制を廃止する。 

・役員数および役員の業務量を削減するための対応策の一つとして，永年功労会員表彰審査委員会を廃止

する。 

・現状に合わせて，第 11 条（役員）の「理事若干名」の「若干名」を削除。 

・第 13 条（選出）4 項：第 2 文の会長指名理事の選出について，別に定めていないこと，また第 3 文と

重複するため，第 2 文を削除するとともに第 3 文を修正。 

・漢字の修正（へて→経て）。 

改正前 改正後 

第 5章 役 員 

 

第 11 条 （役員）本学会に正会員からなる次の役

員をおく。 

会長 1名、副会長 2名、支部長各支部 1名、理

事若干名、評議員若干名、監査 2名。 

第 12 条 （任務）会長は会務を総理し本学会を代

表する。 

2. 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは

その職務を代行する。 

3. 支部長は支部の会務を総理し支部を代表する。 

4. 理事は本学会で行う事業の企画・立案および会

務の執行にあたる。 

5. 評議員は本学会運営の重要事項を審議する。 

6. 監査は本学会の会計を監査する。 

第 13 条 （選出）会長・副会長は別に定めるとこ

ろにより選出する。 

2. 会長・副会長は支部長、理事および評議員を兼

ねることはできない。 

第 5章 役 員 

 

第 11 条 （役員）本学会に正会員からなる次の役

員をおく。 

会長 1名、副会長 2名、支部長各支部 1名、理

事、監査 2名。 

第 12 条 （任務）会長は会務を総理し本学会を代

表する。 

2. 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは

その職務を代行する。 

3. 支部長は支部の会務を総理し支部を代表する。 

4. 理事は本学会で行う事業の企画・立案および会

務の執行にあたる。 

（削除） 

5. 監査は本学会の会計を監査する。 

第 13 条 （選出）会長・副会長は別に定めるとこ

ろにより選出する。 

2. 会長・副会長は支部長および理事を兼ねること

はできない。 
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3. 支部長は支部ごとに支部の定めるところによ

り選出する。なお、支部長は理事を兼ねてもよ

い。 

4. 理事（支部選出）は、別に定めるところにより、

各支部ごとに選出する。会長は、別に定めると

ころにより、会長指名理事を若干名選出でき

る。会長は、総務（若干名）、庶務（若干名）、

会計（若干名）、編集（若干名）などの担当理事

を指名する。 

5. 評議員（支部選出）は別に定めるところにより

各支部ごとに選出する。 

6. 監査は、理事会が役員を除く会員中から推薦

し、総会で承認を受ける。 

第 14 条 （任期）役員の任期は 2 年とし、総会か

ら 2年後の総会までとする。ただし重任は妨げ

ない。会長・副会長の任期は連続 2期を超えて

はならない。 

第 15条 （欠員の補充） 役員に欠員を生じ、補

充を必要とするときは、第 13 条によりこれを

選出する。後任者の任期は前任者の残任期間と

する。 

 

第 6章 顧 問 

 

第 16 条 （顧問） 本学会に顧問をおくことがで

きる。 

2. 顧問は理事会および評議員会の議をへて会長

が委嘱する。 

3. 顧問の委嘱期間は役員の任期に準ずる。 

 

第 7章 会 議 

 

第 17 条 （会議） 本学会に総会、理事会および

評議員会を設ける。 

第 18 条 （総会） 総会は毎年 1 回会長が招集す

る。 

2. 会長は臨時に総会を招集することができる。 

第 19条 （総会の議事） 総会では会則の改正、

事業計画、本学会の予算・決算、会長、副会長

および名誉会員の承認、その他会長が必要と認

める事項および会員 30 名以上の連名によって

提出された議題等について審議、決定する。 

第 20条 （理事会） 理事会は原則として年 4回、 

会長が招集する。理事会は会長、副会長および

理事より構成される。 

2. 理事会は総会の議決に基づき、本学会で行う事

業の企画・立案および会務の執行にあたる。 

3. 理事会の議長は会長とする。 

第 21条 （評議員会） 評議員会は、原則として、

年 1回の総会時に会長が招集する。評議員会は

会長、副会長、非理事の支部長、評議員より構

3. 支部長は支部ごとに支部の定めるところによ

り選出する。なお、支部長は理事を兼ねてもよ

い。 

4. 理事（支部選出）は、別に定めるところにより、

各支部ごとに選出する。会長は、会長指名理事

として、総務（若干名）、庶務（若干名）、会計

（若干名）、編集（若干名）などの担当理事を指

名できる。 

 

（削除） 

 

5. 監査は、理事会が役員を除く会員中から推薦

し、総会で承認を受ける。 

第 14 条 （任期）役員の任期は 2 年とし、総会か

ら 2年後の総会までとする。ただし重任は妨げ

ない。会長・副会長の任期は連続 2期を超えて

はならない。 

第 15条 （欠員の補充） 役員に欠員を生じ、補

充を必要とするときは、第 13条によりこれを選

出する。後任者の任期は前任者の残任期間とす

る。 

 

第 6章 顧 問 

 

第 16 条 （顧問） 本学会に顧問をおくことがで

きる。 

2. 顧問は理事会の議を経て会長が委嘱する。 

 

3. 顧問の委嘱期間は役員の任期に準ずる。 

 

第 7章 会 議 

 

第 17 条 （会議） 本学会に総会および理事会を

設ける。 

第 18 条 （総会） 総会は毎年 1 回会長が招集す

る。 

2. 会長は臨時に総会を招集することができる。 

第 19条 （総会の議事） 総会では会則の改正、

事業計画、本学会の予算・決算、会長、副会長

および名誉会員の承認、その他会長が必要と認

める事項および会員 30 名以上の連名によって

提出された議題等について審議、決定する。 

第 20条 （理事会） 理事会は原則として年 4回、 

会長が招集する。理事会は会長、副会長および

理事より構成される。 

2. 理事会は総会の議決に基づき、本学会で行う事

業の企画・立案および会務の執行にあたる。 

3. 理事会の議長は会長とする。 

（削除） 
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成される。 

2. 評議員会は本学会運営の重要事項を審議する。 

3. 評議員会の議長は会長とする。 

4. 理事は評議員会に出席するものとする。 

第 8章 委員会 

第 22条 （委員会） 本学会に、編集委員会、学

会賞審査委員会、永年功労会員表彰審査委員会

を設ける。委員の選出は別に定めるところによ

る。 

 

第 9章 会 計 

 

第 23 条 （経費） 本学会の運営経費は会費、そ

の他の収入をもってあてる。 

第 24条 （会費） 本学会の会費は総会で定める。 

第 25 条 （決算） 学会の決算は会計年度終了後

すみやかに監査を受け、理事会および評議員会

の議をへて総会に提出し、その承認を得なけれ

ばならない。 

第 26 条 （会計年度） 本学会の会計年度は毎年

1 月 1 日に始まり、12 月末日に終るものとす

る。 

 

第 10章 付 則 

 

第 27条（施行期日） 

この会則は 2019年度から施行する。 

 

 

 

 

第 8章 委員会 

第 21条 （委員会） 本学会に、編集委員会、学

会賞審査委員会を設ける。委員の選出は別に定

めるところによる。 

 

 

第 9章 会 計 

 

第 22 条 （経費） 本学会の運営経費は会費、そ

の他の収入をもってあてる。 

第 23条 （会費） 本学会の会費は総会で定める。 

第 24 条 （決算） 学会の決算は会計年度終了後

すみやかに監査を受け、理事会の議を経て総会

に提出し、その承認を得なければならない。 

 

第 25 条 （会計年度） 本学会の会計年度は毎年

1月 1日に始まり、12月末日に終るものとする。 

 

 

第 10章 付 則 

 

第 26条（施行期日） 

この会則は 2022年度から施行する。 

 


